






















（Bibliothèque nationale de France），ナポリの国立ヴィットーリオ・エマヌエーレ 3世図書館と
* 有益なコメントを下さった鈴木博之氏（オスロ大学研究員），戸田聡氏（北海道大学准教授），仲尾
周一郎氏（大阪大学助教）に心よりお礼申し上げる。






4 ナポリ国立図書館（Biblioteca Nazionale di Napoli）とも呼ばれる。
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（Zoëga 1810）や Émile Amélineau（Amélineau 1907, 1914）や Johannes Leipoldt（Leipoldt




されたものの，『第 8カノン』の Anne Boud’horsによるエディション（Boud’hors 2013） 10 以
外のカノンおよびディスコースはまとまったエディションが出版されていない。
筆者は現在ゲッティンゲン大学 11 の共同研究センター 1136 12 にて，Heike Behlmerの監督
のもと，Julien Delhezと共同で，シェヌーテの『第 6カノン』の編纂を行なっている。当編纂作
業では, Heike Behlmerと Frank Federが率いるゲッティンゲン学術アカデミー 13 「コプト語旧





8 CMCL と略される。ローマ大学教授であった Tito Orlandi と彼のチームによって作られた，コプト
語の文学写本の写本学的なデータベース。シェヌーテの写本およびテクスト研究の基礎を作った。
http://www.cmcl.it/，最終確認日 2018 年 1月 25日。







12 正式名称は，英語では，Collaborative Research Centre 1136 Education and Religion in Cultures of the
Mediterranean and Its Environment from Ancient to Medieval Times and to the Classical Islam。ドイ
ツ語では Sonderforschungsbereich 1136 Bildung und Religion in Kulturen des Mittelmeerraums und
seiner Umwelt von der Antike bis zum Mittelalter und zum Klassischen Islam。
13 Akademie der Wissenschaften zu Göttingen。
14 Digital Edition of the Coptic Old Testament; http://coptot.manuscriptroom.com/。，最終
確認日 2018 年 1月 27日。








前に現存する唯一のベーサのエディションであり，彼はこの本で Codex Aから Codex Iの 9つ
のコーデックスに含まれたテクストの転写を提供している。Kuhn（1956）はこれらのコーデッ














Transliteration（Grossman and Haspelmath 2014）に従った翻字に，記述言語学および言語類型





16 Institut für Neutestamentliche Textforschung。略称は，INTF。同研究所は，Nestle-Aland 版ギリシ





ズ（Digital Humanities）においてデータの記法のスタンダードとなっている TEI XML（TEI: Text
Encoding Initiative，XML: Extensible Markup Language）としてデータを出力できる。 VMR CRE
（Virtual Manuscript Room Collaborative Research Environment）版は，ユーザのローカル環境にイ
ンストールすることができる。http://vmrcre.org/，最終確認日 2018 年 1月 26 日。
18 これは，CMCL sigla と呼ばれ，CMCL において各コーデックスごとに振られている記号である。
MONB は Monasterio Bianco（イタリア語で「白修道院」）の略である。
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表 1 「断片 1」の文献学的情報
ページ番号 所蔵場所 所蔵番号 出土場所
49 ナポリ国立図書館 IB 6 f. 1r 白修道院
50 ナポリ国立図書館 IB 6 f. 1v 白修道院
51 ナポリ国立図書館 IB 6 f. 2r 白修道院
52 ナポリ国立図書館 IB 6 f. 2v 白修道院
53 ナポリ国立図書館 IB 6 f. 3r 白修道院
54 ナポリ国立図書館 IB 6 f. 3v 白修道院
55 ナポリ国立図書館 IB 6 f. 4r 白修道院






















語の literary 19 な文献のほとんどはキリスト教関係である。コプト語ボハイラ方言は，現在で











流／上エジプト」を表す名詞 s. a,ı¯d [sQA"Qi:d]の形容詞形，s. a,ı¯dı¯ [sQA"Qi:di:]である。これにおい
て，英語 Sahidicにおける，Saと idicの間の hはアラビア語では有声咽頭摩擦音 [Q]に対応す
る。西欧語で，hが書かれるようになったのは，有声咽頭摩擦音の代わりに，声門閉鎖音で読ま






























て，代名詞接続形（status pronominalis / prepronominal state 27 ）は二人称複数の têutnを除く





status nominalisおよび status pronominalisの訳出であると考えられる。ただし，これでは，よ
り新しい用語である英語の prenominal state並びに prepronominal stateの接頭辞 pre-が表す，接
続の方向性が訳出されていないことになる。その点，「名詞接頭形」，「代名詞接頭形」なども考
















24 ラテン語では nominalis だが，英語では，名詞の前に来る形であることから，通常は nominal に接
頭辞 pre-を付ける。
25 Plumley（1948:§140）は construct state を名詞接続形のみに用いている。また Brankaer は名詞接
続形と代名詞接続形を合わせて Bound State と呼称している（Brankaer 2010:119-120）。
26 ただし，二人称複数の têutn は後で述べるように，代名詞接続形ではなく，名詞接続形をとる。
27 status nominalisあるいは prenominal stateと同様，ラテン語では pronominalisだが，英語では，代





表 2 動詞の活用（Plumley 1948:140）
status 例文 グロス 訳
絶対形 a-f-solsl 過去-三単男-慰め（られ）る 「彼は慰めた」或
いは「彼は慰めら
れた」
名詞接続形 a-f-slsl-pe-n-son 過去-三単男-慰める名-所有単男-一複-兄弟男 「彼は我らの兄弟
を慰めた」









































機能 中立形 名詞の前のみ　 過去標識 a-の前のみ　
関係節化（relative） e-, ete- etere- nt-, ent-
状況節化（circumstantial） e- ere-








品詞 名詞 動詞 副詞 前置詞 接続詞 小辞 総計
頻度（延べ数） 50 15 1 3 24 19 112
















グロス 名詞接続形 代名詞接続形 主な意味（Brankaer 2010:31を参考にした）
主格 nci- — 「～が」
属格　 nte- nta- 「～の」
属対格 n- mmo- 「～の」「～を」「～で（時間）」「～から」「～を用い
て」
与格 n- na- 「～へ」「～に」
向格　 e- ero- 「～に」「～のために」（不定詞を伴って）「～するこ
とを」「～よりも」
所格 hn- nhêtn- 32 「～で」「～において」「～の中で」
共格 mn- nmma- 「～と」
上格 33 hi- hiô(ô)- 34 「～で」「～の上で」「～と」














Haspelmath（2014）は，nte-名・nta-代を用いた所有構文を Short Possessive Construction，属対














































































ンク進化人類学研究所（Max-Planck-Institut für evolutionäre Anthropologie）にあった言語学科







を極端に単純化している。そこで，本稿はナポリ国立図書館（Bibliotheca Nationale di Napoli）
に所蔵されている写本を見ながら，Steven EmmelとMichael Eversonが開発したユニコードコ






2018 年 1月 26 日
40 https://www.evertype.com/fonts/coptic/，最終確認日 2018 年 1月 26 日。
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で，初めは，Antinoouで書いたテクストを coptic.sty 41 の記法 42 で書き直し，表示することを
試みた。フォントは Serge Rosmorducによって METAFONTを用いて開発された coptic.styのも




スープラリニアーストローク 45 は，機能としては聖名（Nomina Sacra）の省略および，音
節の表示の機能がある。前者は，翻字では，Grossman and Haspelmath （2014）に従い，省略
されている字を（ ）で表示し，後者に関しては，宮川 （2014, 2016）で議論されているよう




























日 2018 年 1月 26 日。
42 Beccari and Pulone（2004: 136-140）を見よ。
43 https://apagreekkeys.org/NAUdownload.html，最終確認日 2018 年 1月 26 日。
44 http://www.ifao.egnet.net/publications/publier/outils-ed/polices/，最
終確認日 2018 年 1 月 26 日。IFAO はカイロにあるフランス東洋考古学研究所（Institut français








図 2 段落記号（左端）: 段落自体は hmpaïから始まる。白修道院 BA写本 49頁より。所蔵










版（Nestle et al. 2012）（ネストレ=アーラント第 28 版）と日本語訳（共同訳聖書実行委員会
2001）（新共同訳）が，旧約聖書は，聖書のコプト語訳は，ヘブライ語原文ではなく，通常ギリ
シア語の 70人訳を元になされたため，70人訳のギリシア語本文（Rahlfs and Hanhart 2014）と
その英語訳（Pietersma and Wright 2007）（NETS: New English Translation of Septuagint）を用
いた。引用箇所では，Pietersma and Wright（2007）を “NETS”，共同訳聖書実行委員会（2001）







































































































ある『コロサイの信徒への手紙』第 2 章第 21 節のコプト語サイード方言訳をもとに，
ahrôtn te-と再建している。
b. 新約聖書中の『コロサイの信徒への手紙』第 2章第 21節中に書かれてある，ある戒律の
引用をさらに引用していると思われる。
• コプト語サイード方言によるコイネー・ギリシア語新約聖書の古代末期の訳:
“2:20 ešcˇe atetnmou mnpekh(risto)s ebol hnnestoikhion mpkosmos. ahrôtn tetndogma-
tize hmpkosmos nthe nnetonh. 2:21 mprcˇôh oude mprcˇïtipe. oude mprhôn ehoun.”（『コ
ロサイの信徒への手紙』第 2章 20節-第 21節 Thompson（1932））
• コイネー・ギリシア語新約聖書 “2:20 EÊ pejnete sÌn QristÄ pä tÀn stoiqeÐwn
toÜ kìsmou, tÐ ±c zÀntec ân kìsmú dogmatÐzesje; 2:21 m yù mhdà geÔsù mhdà
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ているのですか。」（『コロサイの信徒への手紙』第 2章 20節-第 21節新共同訳）
• 共同訳聖書実行委員会（2001）は，ân kìsmúが zÀntecを修飾していると解釈して
和訳しているが，コプト語サイード方言訳は ân kìsmúを dogmatÐzesjeの従属部と
して解釈している。
b.-c. e-hounおよび e-bol は前置詞句であるが，語彙化した副詞としても解釈できる。Coptic
SCRIPTORIUM 46 （http://copticscriptorium.org/，最終確認日 2018 年 1
月 27日）や Brankaer（2010:35）などは副詞としている。
第 2章第 1節












































46 コプト語サイード方言のウェブ・ベースの文学テクスト・コーパスである。Schroeder and Zeldes




KELLIA で作成された Coptic Dictionary Online（https://corpling.uis.georgetown.




















d.h. ⲉⲣⲉ|ⲡⲕⲁⲣⲡⲟⲥ ⲅⲁⲣ || ⲙ̄ⲡⲟⲩⲟⲉⲓⲛ | ϩⲙ̄ⲡⲉⲧⲛⲁⲛⲟⲩϥ | ⲛⲓⲙ ⲙ︤ⲛ︥ⲧⲇⲓ|ⲕⲁⲓⲟⲥⲩⲛⲏ ⲙ︤ⲛ︥|ⲧⲙⲉ· ⲉⲧⲉⲧ︤ⲛ︥|ⲇⲟⲕⲓⲙⲁⲍⲉ


















































































a.-g. aから gまでは，新約聖書中の『エフェソ 47 の信徒への手紙』第 5章第 8節から第 5章






mpïouoeiš gar etetno nkake pe. tenou de nouoein hmpcˇoeis. mooše hôs šêre mpouoein.
5:9 erepkarpos gar mpouoein hmppetnanouf nim mntdikaiosunê. mntme. 5:10 etet-
ndokimaze cˇeou petranaf mpcˇoeis. 5:11 auô mprkoinôni enehbêue mpkake etemntou
karpos. ntetncˇpïoou de ntof nhouo.”（『エフェソの信徒への手紙』第 5章第 8節-第 11
節 Ch.Beat. Coptic A 48 （Thompson 1932））
• コイネー・ギリシア語新約聖書 “5:8 ªte gr pote skìtoc, nÜn dà fÀc ân kurÐú·
±c tèkna fwtäc peripateØte 5:9 -å gr karpäc toÜ fwtäc ân psù gajwsÔnù kaÈ
dikaiosÔnù kaÈ lhjeÐø- 5:10 dokimzontec tÐ âstin eÎreston tÄ kurÐú, 5:11 kaÈ
m sugkoinwneØte toØc êrgoic toØc krpoic toÜ skìtouc, mllon dà kaÈ âlègqete.”





出しなさい。」（『エフェソの信徒への手紙』第 5章第 8節-第 11節新共同訳）
b. pi-ouoeišの pi-のグロスにある感情的指示は，「感情的指示詞」の略。Layton（2011:48）は





























































































a.-b. この節は前節にある引用の続きであり，『エフェソの信徒への手紙』第 5 章第 12 節-第
14節から取られている。
• コイネー・ギリシア語新約聖書の古代末期のコプト語サイード方言訳 “5:12 netoueire
gar mmoou ncˇïoue henšlof erpkecˇoou ne: 5:13 šare hôb de nim ouônh ebol etoucˇpïo
mmoou hïtmpouoein. hôb gar nim etouonh ebol henouoein ne. 5:14 etbe paï fcˇô mmos.
cˇe tôoung petnkotk nglo oute netmoout tare pekh(risto)s rouoein erok.”（翻字および，
分綴と発音区別符号の統一は筆者による, 『エフェソの信徒への手紙』第 5章第 12
節-第 14節 Ch.Beat. Coptic A（Thompson 1932））
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• コイネー・ギリシア語新約聖書 5:12 t gr kruf¬ ginìmena Íp> aÎtÀn aÊsqrìn âstin
kaÈ lègein, 5:13 t dà pnta âlegqìmena Ípä toÜ fwtäc faneroÜtai, 5:14 pn gr
tä faneroÔmenon fÀc âstin. diä lègei · êgeire, å kajeÔdwn, kaÈ nsta âk tÀn









(4) a.o. ¶ Ⲉⲧⲃⲉⲡⲁⲓ̈ ϩⲱ|ⲱⲛ ⲙⲁⲣⲛ̄ϫⲡⲓⲟ | ⲛ̄ⲛⲉⲛⲙⲛ̄ⲧ|ⲥⲟϭ ϩⲣⲁⲓ̈ ⲛ̄ϩⲏ|ⲧ︤ⲛ︥ ⲙ︤ⲛ︥ⲙ̄ⲙⲉ|ⲉⲩⲉ ⲧⲏⲣⲟⲩ | ⲙ̄ⲡⲇⲓⲁⲃⲟⲗⲟⲥ



















































































b. ii 複合前置詞 hatn-には「～とともに」という共格的な意味もあることに注意。
第 2章第 4節





























b.r. ϩⲱⲥ | ⲉⲣⲉⲡⲉⲛⲙⲓ|ϣⲉ ϣⲟⲟⲡ⳿ ⲉ|ϩⲟⲩⲛ ⲉⲛⲉⲛⲉ||ⲣⲏⲩ· ⲁⲩⲱ ⲉϥ|ϣⲟⲟⲡ ⲁⲛ ⲟⲩ|ⲃⲉⲛ̄ⲁⲣⲭⲏ̂ ⲙ︤ⲛ︥|ⲛ̄ⲉⲝⲟⲩⲥⲓⲁ·




































































b. ii 『エフェソの信徒への手紙』第 6章第 12節から，細部を変えながら，ベーサは引用して
いる。　
• コイネー・ギリシア語新約聖書のコプト語サイード方言による古代末期の訳
“cˇeerepenmïše šoop nan an oube neksousia. oubenkosmokratôr nte peeikake. oubenep-
neumatikon ntponêria ethnmpêue:”（翻字，発音区別符号，および分綴のスタイルの
統一は筆者による，『エフェソの信徒への手紙』第 6 章第 12 節 Ch.Beat. Coptic A
（Thompson 1932））
• コイネー・ギリシア語新約聖書 “íti oÎk êstin mØn  plh präc aÙma kaÈ srka
ll präc tc rqc, präc tc âxousÐac, präc toÌc kosmokrtorac toÜ skìtouc
toÔtou, präc t pneumatik t¨c ponhrÐac ân toØc âpouranÐoic.”（『エフェソの信徒













































































a-c. 前節では『エフェソの信徒への手紙』第 6章第 12節を引用していたが，当該節では逆行
して，『エフェソの信徒への手紙』第 6章第 11節を引用し，さらに，前節で引用しなかっ
た『エフェソの信徒への手紙』第 6章第 12節の最初の部分を引用している。
• コイネ ・ーギリシア語新約聖書の古代末期のコプト語サイード方言訳 “etbe paï jï nêtn
ntpanhoplia mpnoute cˇe etetnešcmcom eaherat têutn hmpehoou ethoou. auoˇ eatetcˇek
hôb nim ebol ntetntacˇro.”（『エフェソの信徒への手紙』第 6章第 13節 Ch.Beat. Coptic
A（Thompson 1932））
• コイネー・ギリシア語新約聖書 “di toÜto nalbete tn panoplÐan toÜ jeoÜ, Ñna
dunhj¨te ntist¨nai ân t¬ mèrø t¬ ponhr kaÈ panta katergasmenoi st¨nai.”

































b.x. ⲉ|ⲃⲟⲗ ϫⲉⲟⲩⲛ̄|ϩⲁϩ⳿ ⲉⲩϩⲁⲧ︤ⲛ︥|ⲛⲉⲩⲉⲣⲏⲩ ϩ︤ⲙ︥|ⲡⲥⲱⲙⲁ· ⲉⲩ|ⲟⲩⲏⲩ ⲇⲉ ⲉⲃⲟⲗ | ⲛ̄ⲛⲉⲩⲉⲣⲏⲩ | ϩ︤ⲙ︥ⲡϩⲏⲧ⳿






































c.y. | ⲟⲩⲛ̄ϩⲁϩ ⲇⲉ ⲟⲛ | ⲉⲩϩⲁⲧ︤ⲛ︥ⲛⲉⲩ|ⲉⲣⲏⲩ ⲁⲛ ϩ︤ⲙ︥|ⲡⲥⲱⲙⲁ· ⲉⲩ|ϩⲁⲧ︤ⲛ︥ⲛⲉⲩⲉ|ⲣⲏⲩ ⲛ̄ⲛⲁⲩ ⲛⲓⲙ |





































































































































































c. ebol n-名・ebol mmo-代は、「～から」といった奪格的な意味になる。
d. i この箇所は新約聖書中の『マタイによる福音書』第 5章第 16節から直接引用している。
この箇所はイエスの「山上の垂訓」と呼ばれる説教の一部に当たる。
• コイネー・ギリシア語新約聖書のコプト語サイード方言による古代末期の訳 “taï
te the marefrouoein ncipetnouoein mpemto ebol nnerôme cˇekas euenau enetnhbêue et-
nanouou nsetieoou mpetneiôt ethnmpêue.”（『マタイによる福音書』第 5 章第 16 節
M569 Pérez（1984））
• コイネー・ギリシア語新約聖書 “oÕtwc lamytw tä fÀc ÍmÀn êmprosjen tÀn
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njr¸pwn, ípwc Òdwsin ÍmÀn t kal êrga kaÈ doxswsin tän patèra ÍmÀn tän
































b. . ⲛ̄ⲑⲉ |¶ ⲉⲛⲧⲁϥϫⲟⲟⲥ | ϫⲉⲛ̄ⲧⲟⲕ ⲇⲉ | ⲁⲕⲟⲩⲁϩ︤ⲕ︥ ⲛ̄ⲥⲁ|ⲧⲁⲥⲃⲱ̂. ⲡⲁ|ⲥⲙⲟⲧ⳿ ⲡⲁⲧⲱϣ | ⲧⲁⲡⲓⲥⲧⲓⲥ·








































































d. . |¶ Ⲛⲉⲧⲉⲟⲩⲛ̄ⲧⲁⲩ | ⲅⲁⲣ ⲙ̄ⲙⲁⲩ ⲛ̄|ⲧ︤ⲙ︦ⲛ︥ⲧⲣ︤ⲙ︥ⲙⲁⲟ̂ | ⲛⲁⲧⲧⲁⲕⲟ ϩ︤ⲙ︥|ⲡⲉⲭ︤ⲥ︥. ⲛ̄ⲧⲟⲟⲩ | ⲟⲛ⳿ ⲛⲉⲧⲏⲡ⳿










































a. i この箇所は以下の新約聖書中の『テモテへの手紙二』の主に第 3章第 10節から引用して
いる。
• コイネー・ギリシア語新約聖書の，コプト語サイード方言による古代末期の翻訳
“ntok de a-k-ouahk nsa-ta-cbô. pa-cmot. pa-tôš. ta-pistis. ta-mnt-hars-hêt. ta-agapê.
ta-hupomonê.”（『テモテへの手紙二』第 3章第 10節（Thompson 1932），翻字・分
綴・発音区別符号のスタイルの統一は筆者による。）
• SÌ dà parhkoloÔjhsc mou t¬ didaskalÐø, t¬ gwg¬, t¬ projèsei, t¬ pÐstei, t¬
makrojumÐø, t¬ gpù, t¬ Ípomon¬, （『テモテへの手紙二』第 3章第 10節ネスト
レ＝アーラント第 28版）
• 第 3章第 10節「 3:10しかしあなたは，わたしの教え，行動，意図，信仰，寛容，愛，
忍耐に倣い，」（『テモテへの手紙二』第 3章第 10節新共同訳）








d. この n-at-takoの n-はリンカーとして機能している。
第 4章第 1節
(10) a.  ⲉϣϫⲉ|¶ⲛⲉⲧⲉⲟⲩⲛ̄ⲧⲁⲩ | ⲙ︤ⲙⲁⲩ ⲛ̄ⲟⲩ|ⲭⲣⲏⲙⲁ · ⲟⲩ|ⲛⲟⲩⲃ⳿ ⲙ︤ⲛ︥ⲟⲩ|ϩⲁⲧ⳿ ⲙ︤ⲛ︥ϩⲉⲛ|ϩⲩⲡⲁⲣⲭⲟⲛⲧⲁ



































b. . ⲉⲓ̈ⲉ ϣϣⲉ ⲉⲣⲟ⳯| ⲛ̄ⲟⲩⲏⲣ ⲉⲣⲟ|ⲉⲓⲥ ϫⲉⲛ̄ⲛⲉ|ⲡϫⲁϫⲉ ϥⲓ ⲛ̄|ϫⲓⲟⲩⲉ ⲙ̄ⲡⲉⲛ|ⲡⲉⲧⲛⲁⲛⲟⲩϥ | ⲉⲧ︤ⲛ︥ⲉⲓⲣⲉ




















































































b. . | ⲁⲗⲗⲁ ⲛ̄ⲑⲉ ⲉ|ⲧⲉⲣⲉⲧ︤ⲙ︦ⲛ︦ⲧ︥|ⲡⲁⲣⲑⲉⲛⲟⲥ | ⲁⲩⲱ ⲧ︤ⲙ︦ⲛ︦ⲧ︥|ⲙⲟⲛⲟⲭⲟⲥ ⲧⲁ|ⲓ̈ⲏⲩ ⲙ̄ⲙⲟⲥ· | ⲛ̄ⲧⲉⲓ̈ϩⲉ ⲟⲛ




































































































































































































































































































































b. . | ϩⲙ̄ⲡⲁⲓ̈ ⲟⲛ ⲉⲛ|ⲧⲁⲩϫⲟⲟⲥ ϫⲉ|ϫⲟ ⲛ̄ϩⲉⲛⲥⲟⲩⲟ· | ⲛ̄ⲧⲉⲧ︤ⲛ︥ⲱϩ︤ⲥ︥ | ⲛ̄ϩⲉⲛϣⲟⲛⲧⲉ· | ⲛⲉⲩⲕⲗⲏⲣⲟⲥ |









































a. 次の『ホセア書』第 8章第 7節への引喩である。
• この部分は現存するエディション（Ciasca 1889）では，欠損している。
• コイネー・ギリシア語 70 人訳旧約聖書 “7 íti nemìfjora êspeiran kaÈ  katas-
trof aÎtÀn âkdèxetai aÎt drgma oÎk êqon ÊsqÌn toÜ poi¨sai leuron ân dà
kaÈ poi sù llìtrioi katafgontai aÎtì”（『ホセア書』第 8 章第 7 節 Rahlfs and
Hanhart（2014））
• “Because they sowed things blasted by the wind, their destruction shall also await them–
a sheaf unable to produce meal, and even if it should do so, foreigners will devour it.”
（『ホセア書』第 8章第 7節 8:7 NETS）
b. i 接続法の時制・相・法は直前の節と同じとなる。n-tetn-ôhsの直前の節は cˇe-cˇo（引用節
化-蒔く絶）「蒔けと」であり，法は命令法であるため，n-tetn-ôhsも命令法に解釈される。
b. ii 『エレミヤ書』12章 13節からの引用を含んでいる。
• コイネー・ギリシア語 70 人訳旧約聖書の古代末期のコプト語サイード方言訳
“cˇo¯ nhensouo¯・ ntetnôhs nhenšonte・ neuklêros nsenati hêu nau an・ cˇï šïpe ebol hm
petnšoušou・ mn petnnocnec mpemto ebol mpcˇoeïs・”（『エレミヤ書』第 12章第 13
節 Feder（2002:129）翻字，発音区別符号，分綴のスタイルの統一は筆者による。）
• コイネー・ギリシア語 70 人訳旧約聖書 “speÐrate puroÌc kaÈ knjac jerÐsate
oÉ kl¨roi aÎtÀn oÎk ²fel sousin aÎtoÔc aÊsqÔnjhte pä kauq sewc ÍmÀn pä
æneidismoÜ ênanti kurÐou”（『エレミヤ書』第 12章第 13節 Rahlfs and Hanhart（2014）
）
• コイネー・ギリシア語 70人訳旧約聖書の英訳 Jeremiah 12:13 “Sow wheat, and reap
thorns. Their farms will not profit them. Be ashamed of your boasting, of reproaching


























































































































d. 『エレミヤ書』第 37章第 8-9節からの引用である。
• Feder（2002:160-161）からは，この部分のコイネー・ギリシア語 70人訳旧約聖書
の古代末期のコプト語サイード方言訳が未発見であることが読み取れる。
• コイネー・ギリシア語 70 人訳旧約聖書 “37:8 ân t¬ mèrø âkeÐnù eÚpen kÔrioc
suntrÐyw tän zugän pä toÜ traq lou aÎtÀn kaÈ toÌc desmoÌc aÎtÀn diarr xw
kaÈ oÎk ârgÀntai aÎtoÈ êti llotrÐoic 37:9 kaÈ ârgÀntai tÄ kurÐú jeÄ aÎtÀn kaÈ
tän Dauid basilèa aÎtÀn nast sw aÎtoØc”（『エレミヤ書』第 37章第 8-9節 Rahlfs
and Hanhart（2014））
• コイネー・ギリシア語 70人訳旧約聖書の現代の英訳 “37:8 On that day, said the Lord,
I will shatter a yoke from off their neck, and I will burst their bonds, and they shall no
more work for foreigners. 37:9 And they shall work for the Lord, their God, and I will
raise up Dauid as their king for them.”（『エレミヤ書』第 37章第 8-9節 NETS）
第 6章第 1節




















































































































































































































































































d. i šeeiは še「行く」と ei「来る」の複合語。
d. ii 『エフェソの信徒への手紙』第 4章第 14節への引喩である。
• コプト語サイード方言によるコイネー・ギリシア語新約聖書の古代末期の訳 “cˇekaas
ce nnenšôpe nšêre šêm erephoeim fï mmon. epšeei mntêu nim ntesbô. mntkubia nnrôme.
hnoupanourgia nnahrnnkots nteplanê.”（『エフェソの信徒への手紙』第 4章第 14節
Ch.Beat. Coptic A（Thompson 1932）翻字，発音区別符号および分綴のスタイルの
統一は筆者による。）
• コイネー・ギリシア語新約聖書 “Ñna mhkèti Âmen n pioi, kludwnizìmenoi kaÈ per-
iferìmenoi pantÈ nèmú t¨c didaskalÐac ân t¬ kubeÐø tÀn njr¸pwn, ân panourgÐø







(17) a.¢. |¶ Ⲉⲧⲃⲉⲡⲁⲓ̈ ϭⲉ ⲛⲉ|ⲥⲛⲏⲩ ⲟⲩⲟⲛ | ⲛⲓⲙ ⲉⲧⲟ ⲛ̄ⲟⲩ|ϩⲏⲧ⳿ ⲛ̄ⲟⲩⲱⲧ | ⲙ︤ⲛ︥ⲡⲛⲟⲩⲧⲉ | ⲁⲩⲱ ⲙ︤ⲛ︥ⲛⲉⲛ|ⲉⲓⲟⲧⲉ,
ⲁⲩⲱ | ⲛ︤ⲙ︥ⲙⲁⲛ ϩⲱⲱ⳯| ⲟⲛ, ⲉⲓⲧⲉ ϩⲟ|ⲟⲩⲧ⳿ ⲉⲓⲧⲉ ⲥϩⲓ|ⲙⲉ. ⲉⲓⲧⲉ ⲛⲟϭ | ⲉⲓⲧⲉ ⲕⲟⲩⲉⲓ· | ϩⲁⲧⲏⲛ,






























































































































































b. ii これは，『箴言』第 6章第 4節からの引用である。
• コプト語サイード方言によるコイネー・ギリシア語 70人訳旧約聖書の古代末期の訳
“mprtihiêêb nnekbal・auô mprtirekrike nnekbouhe・”（『箴言』第 6章第 4節Worrell
（1931:17））
• コイネ ・ーギリシア語 70人訳旧約聖書 “m dÄc Õpnon soØc îmmasin mhdà âpinustxùc
soØc blefroic”（『箴言』第 6章第 4節 Rahlfs and Hanhart（2014））
• コイネー・ギリシア語 70人訳旧約聖書の英訳 “Give your eyes no sleep, nor slumber
with your eyelids”（『箴言』第 6章第 4節 NETS）
第 7章第 2節
(18) a.¦. ⲁⲩⲱ |¶ ⲙ̄ⲡⲣ̄ⲛⲁⲩ ⲉϩⲉ|⳯ⲥⲛⲏⲩ ⲉⲩϣⲧⲣ̄|ⲧⲱⲣ ⲛ̄ϩⲁϩ ⲛ̄|ⲥⲟⲡ⳿ ϩ︤ⲙ︥ⲡⲙⲓ|ϣⲉ ⲙ︤ⲛ︥ⲡϯ|ⲧⲱⲛ⳿ ⲁⲩⲱ ⲉⲩ|ⲁⲣⲛⲁ



































































c.¨ ⲛⲁⲓ̈ ⲉⲧⲉ|ⲟⲩⲛ̄ⲧⲁⲩ ⲙ̄ⲙⲁⲩ | ⲛ̄ⲧⲉⲩⲡⲓⲥⲧⲓⲥ | ⲉⲥϫⲏⲕ⳿ ⲉⲃⲟⲗ | ⲉϩⲟⲩⲛ ⲉⲡⲉ|ⲭ︤ⲥ︥ · ⲁⲩⲱ ⲉⲧⲁ|ϩⲉ

















































(19) a.©. |¶ Ⲛ̄ⲧⲱⲧ︤ⲛ︥ ⲇⲉ ⲛⲉⲧ|ⲣ̄ⲛⲟⲃⲉ ⲁⲩⲱ | ⲉⲧⲁⲣⲛⲁ ⲛ̄ⲧⲉⲩ|ϩⲩⲡⲟⲙⲟⲛⲏ̂ | ⲁⲩⲱ ⲉⲧϣⲧⲟⲣ|ⲧ︤ⲣ︥ ⲛ̄ⲛ̄ⲥⲩⲛⲁⲅⲱ|ⲅⲏ̂



































































































代末期の訳　 “eunar ou mpehoou mpcmpšine tetnthlipsis gar nêu mpoue auô etetnapôt
eratf nnim eboêtï erôtn・ auô etetnaka petneoou tôn”（『イザヤ書』第 10章第 3節　
Ba˛k（2014:73））
• コイネ ・ーギリシア語 70人訳旧約聖書 “kaÈ tÐ poi sousin ân t¬ mèrø t¨c âpiskop¨c
 gr jlØyic ÍmØn pìrrwjen ¡xei kaÈ präc tÐna katafeÔxesje toÜ bohjhj¨nai kaÈ
poÜ kataleÐyete tn dìxan ÍmÀn”（『イザヤ書』第 10章第 3節（Rahlfs and Hanhart
2014））
• コイネー・ギリシア語 70 人訳旧約聖書の英訳 “What will they do on the day of
visitation? For the affliction will come to you from far away. And to whom will you




(20) a.¬. ¶ Ⲏ̂ ⲟⲩⲕⲣⲓⲙⲁ ⲛⲁⲛ | ⲁⲛ ⲡⲉ ⲙ︤ⲛ︥ⲛ̄ⲥⲁ|ⲧⲣⲉⲛⲁⲡⲟⲧⲁⲥ|ⲥⲉ ⲙ̄ⲡⲉⲛⲧⲁ⳯|ⲁⲡⲟⲧⲁⲥⲥⲉ ⲙ̄|ⲙⲟϥ. ⲁⲩⲱ









































b. . ϩ︤ⲛ︥ⲟⲩ|ⲇⲓⲁⲑⲏⲕⲏ ⲉⲛ|ϩⲟⲙⲟⲗⲟⲅⲉⲓ | ϫⲉⲛ̄ⲛⲉⲛϫⲓ|ⲟⲩⲉ · ⲛ̄ⲛⲉⲛ|ϫⲓϭⲟⲗ· ⲛ̄ⲛⲉⲛ|ϫⲉϩ︤ⲙ︥ⲡⲉⲛⲥⲱ|ⲙⲁ




















































































































男 男性 女 女性 中 中性
一 一人称 二 二人称 三 三人称
単 単数 複 複数 ギ ギリシア語からの借用語
絶 絶対形 名 名詞接続形 代 代名詞接続形
複前 複合前置詞 準動 準動詞 指示 指示詞
凡例
[ ] （言語資料中で） 欠損部分
[ ] （言語資料以外で） 音声表記
< > （言語資料中で） 編集者による補填
< > （言語資料以外で） 文字素表記
引用箇所では，Pietersma and Wright（2007）を NETS，共同訳聖書実行委員会（2001）を「新
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